特定非営利活動(NPO)法人　やましろ里山の会　　週刊ニュース　08年　５月２９日　201号

田植え体験作業　24日
雨が心配されましたが、午前中作業の終了まで天気が持ちました。周りのたんぼはほとんど植えられて私たちの田んぼが最後でした。10時にはそれぞれ揃って挨拶を交わし、山村常務理事からお米の分類や種類、米は大陸から伝わってきたこと、弥生時代に米の栽培が定着したこと、そして農機具が発達したことなどの話がありました。祝詞をあげて自然の神々に五穀豊穣を祈ってお祓いを済ませ田んぼに入りました。冷たいと言っていた子ども達もだんだん慣れ泥の中に早苗を植え付けました。昨年と同じ程度の面積を1時間の作業でした。雨が心配でしたが、前日に用意していたテントが役に立って、ふるまわれた甘いぜんざいを落ち着いていただきました。田植え初挑戦の皆さんも気持ちよさそうに頑張っておられました。お土産の淡竹のタケノコは例年より遅いようでしたが、あみだくじを引きお土産を3～4本持って帰りました。淡竹のタケノコは今年の初物で地元の人もまだ口にしていないものでした。お持ち帰りの皆様、味の方はいかがでしたか。秋の実りが楽しみですね。(ホームページに写真を掲載)
三川合流イベント　25日

八幡市の背割堤駐車場をメーン会場に3回目のイベントが行われました。私たち里山の会では木津川部会の皆様が、水槽で木津川の魚の説明をしました。午後には防賀川の最下流で大きなカメや食用カエルそしてブルーギルやブラックバスの幼魚が採集されたのでその展示も行いました。皆さんこれが木津川でとれるのですかといろいろ質問がありました。多くの出店展示の中で、特に私たちの魚の水槽展示とヨシの皮を使った工作と竹トンボつくりに人が集まっていました。

この日は前日から降った雨のため増水していて舟で伏見までの往復が中止になり人出も少なめでした。

四国の西条市・関屋様から
週刊ニュース200号へのメッセージをいただきました。

この度は、「やましろ里山の会」週刊ニュース200号誠におめでとうございます。「やましろ里山の会」の事は、会員の義兄より平成18年秋ごろでしょうか、愛媛に里帰りした際に聞き、それからは時々ホームページで拝読させていただいております。

私と同年代くらいの会員の皆様が毎週のように自然観察、里山体験、各種のイベントなどで活躍されていることを大変うらやましく、また驚いております。私も其の方に住んでいれば、みかんや柿の収穫作業、ウォーキング等に参加させ貰うのですが？・・

次の目標は300号でしょうか？これからも楽しみに拝読させていただきます。これからも京田辺市周辺の自然環境を守り、「やましろ里山の会」皆さんの活躍とますますの発展をお祈り申し上げます。　関谷
木津川清掃ウォーキング

6月7日　土曜日　午前10時～12時

集合　　京田辺木津川運動公園
参　加　者　募　集

昨年は31人の参加がありました。

ホタルの夕べと里山音楽会

6月14日　土曜日　午後4時～20時
集合　　京田辺市　普賢寺小学校前

内容　　竹細工　木工細工　竹灯ろう作り

　　　　里山音楽会(交渉中・太鼓演奏と太鼓指導)
ボーイスカウトの皆さんが参加すると連絡ありました

親子自然観察会
6月22日　日曜日　午前10時～12時

集合　京田辺市中部住民センター

内容　木津川堤防の昆虫と植物観察

木津川の魚の説明　(生きている魚を見る)

養蜂家のお話(予定)

木津川(三川合流～恭仁大橋)クリーンアップ
参加者団体と個人の募集
6月21日　土曜日　午前中　各団体や個人が木津川の清掃可能な範囲や場所を設定し、クリーン作戦を実行する。その結果をお知らせいただきます。行動予定の皆さんは河川レンジャー山村まで連絡下さい。集約します。結果についてもご連絡ください。事前に連絡いただければゴミ袋や手袋の支給をします。収集したごみは、事前連絡いただいた団体の分はレンジャーで収集しますので連絡ください。個人の方は持ち帰りをお願いします。連絡先　里山の会内レンジャー山村64－4183まで　又は木津川出張所山地62―0075まで









